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　株式会社アルビオン ○ ○ ○
四半期ごとに月度排出量実績を把握
し、課題等の抽出を行っています。

○ ○ ○
定例会議にて共有し取り組み強
化を図っています。

○ ○ ○
地球温暖化対策計画書の
提出状況を定例会議にて口
頭確認する。

○ ○ ○
ＩＳＯ14001等の基本的内容を順守
し取組み内容を確認しています。

○ ○ ○

国内出荷拠点を2カ所に集約
（以前は5カ所）し、環境負荷（特
にＣＯ２排出削減）に努めてい
ます。

○ ○ ○

商品荷姿（出荷用ダンボール）
の標準化と種類削減（５種から
３種へ）により、出荷業務の荷
捌きなどの効率的な荷渡しに
努めています。

○ ○ ○

拠点への配送や各運送会社様に
よる混載便利用を積極的に実施し
ており、ＣＢＦ21（コスメ物流フォー
ラム21）という制度化粧品会社５社
にて中部圏と北陸3県の共同配送
に取組んでいます。

○ ○ ○
荷量に応じた車種、コンテナ
サイズの指定など、実施運
用を図っています。

○ ○ ○
配送日・時間を事前に決め、情
報の共有化と緊急配送の削減
を図っています。

○ ○ ○
運送業者と事前に協議し、道路
混雑時の迂回促進を実施、調整
をしています。

○ ○ ○

日々の荷渡し時間予定計画を
検討調整し定例会議にて確認
と相談を実施しています。ま
た、変更内容は適宣情報共有
し待ち時間の削減に取組んで
います。

○ ○ ○
運送車両の積載重量を順守し、
積載効率と出庫便数などの低減
に努めています。

○ ○ ○
各運送会社様に環境対策車
など定例会議にて情報共有
し都度要請をしています。

○ ○ ○
定例会議にて、確認し可能な
限り要請します。

○ ○ ○
定例会議時に運送会社様よりエ
コドライブの実施状況報告を受け
確認しています。

○ ○ ○
事業所敷地内では特にエンジ
ンを付けてないので特にござい
ません。

○ ○ ○

梱包・発送・保管業務を委託
し、物流の効率化を図るととも
に、品質の確保と質的向上に
努めています。

○ ○ ○

トラック便だけでなくＪＲコンテ
ナ輸送を活用し本年も新たな
運用を始めています。また共
同輸配送においては4-（2）記
載のＣＢＦ21（コスメ物流フォー
ラム21）という制度化粧品会社
５社にて中部圏と北陸3県方
面に取組んでいます。

ー ー ー

　関東化学株式会社 ○ ○ ○

トンキロ法による集計を毎月把握し、
計算式を用いて二酸化炭素排出量
実績を半期ごとに実施されるﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄﾚﾋﾞｭｰで報告し、課題の抽出を行っ
ている。課題に対する取組みとして、
ルートや積載量等の見直しを行い、
継続的に実施しています。

○ ○ ○
年１回運送業者教育研修会を実
施した際に、CO２抑制に関する
社内規則を教育している。

○ ○ ○

新規選定する際は、自動車
地球温暖化対策計画書の
提出状況を確認していま
す。

○ ○ ○
板柵先を選定する際にISO14000
やグリーンやクリーン経営認証等
の取得を基準の１つとしている。

○ ○ ○

出荷量の多い地区に拠点を置
き在庫保管をし運送効率をあ
げている。寒冷地、酷暑地納品
先でのドライバー待機場所を提
供してもらえるよう交渉し、待機
時のアイドリングストップでCO2
抑制しています。

○ ○ ○

折りたたみ可能な通い箱を使
用し返却時の無駄なスペース
を無くすことで積載効率の向上
している。

○ ○ ○
他社との共同輸配送を一部行って
いる。

○ ○ ○
配車予定表により積載量を
算出し、適正車種で運送会
社へ発注している。

○ ○ ○

営業所から工場への発注（出
庫）指示伝票は当日16時までが
翌日配達、16時以降は翌々配
達とルール化されている。

○ ○ ○

営業を含めた物流・運賃委員会
で首都圏内の納品時間、周辺道
路状況を考慮し、出発時間、
ルート等の検討見直しを実施し
ている。

○ ○ ○

午後だけの集荷時間から、午
前と午後に分け運送トラックの
待機時間削減の見直しを実施
した。

○ ○ ○
営業を含めた物流・運賃委員会
で運行回数等の削減を検討・見
直しを実施している。

○ ○ ○

契約運送業者と自動車地球
温暖対策実施方針に関して
覚書を交わし、低燃費車や
デジタルタコメーター等の導
入を要請している。

○ ○ ○
年1回の運転者教育研修会を
実施し、エコドライブの実施を
要請している。

○ ○ ○
契約運送業者に対し定期的に確
認を実施している。

○ ○ ○
「アイドリングストップの励行」が
記載されている入構注意事項を
納品業者へ渡し励行している。

ー ー ー ３ＰＬを活用していません。 ○ ○ ○
草加-大牟田、草加-札幌、草
加-秋田で活用している。

〇 〇 〇

工場内で使用するフォークリ
フトは、すべて電動式を使
用。積載及び荷下ろしの効率
化も図っている。

　第一三共バイオテック株式会社 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

サードパーティーロジスティクスを
通じ、貨物輸送業者がISO14001等
の環境マネジメントシステムを構
築しているか確認し推奨している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

サードパーティーロジスティ
クスに車載シミュレーション
を使用した適正配車(4t,10t)
を手配するよう依頼する。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

ー ー ー ー ー ー

　大正製薬株式会社　大宮工場 ○ ○ ○

改正省エネ法施行以降捉えている
（令和５年 6,459 t-CO2 ）
四半期毎にデータ作成し、課題抽出
及び対策立案を実施している。

○ ○ ○

1-(1)での課題について対策を含
め取引運送業者への積載効率
を含めた情報提供依頼を行って
いる

○ ○ ○

貨物輸送事業者に対し、法
令上提出義務のある計画の
実施状況を年１回アンケート
形式で確認（対象：9業者回
答重複有り）
＊省エネ法：5社、埼玉県地
球温暖化防止条例：４社、そ
の他：2社、計画無：2社

○ ○ ○

貨物輸送事業者に対し、環境配慮
への取り組み状況を年１回アン
ケート形式で確認（対象：9業者回
答重複有り）
＊ISO14001：２社、グリーン経営認
証：３社、取り組み無：5社

○ ○ ○

福岡拠点（海上シャーシ、JR）、
広島（海上シャーシ、JR）等を
活用し、トラックの使用削減を
図る

○ ○ ○
商品の小型化を標準化すると
ともに、パレットによる標準化
を推進

○ ○ ○
得意先への配送については路線
便にて輸送を実施

○ ○ ○
貨物輸送事業者に対して、
荷物量に併せ2t、4t、大型車
を依頼する様にしている。

○ ○ ○
１日に数回に分けて発注データ
を受信し、配送時間を決めて納
品をしている

ー ー ー ○ ○ ○
予約・受付システムを導入し待
機時間削減の取り組みを実施

○ ○ ○

貨物輸送事業者とのミーティング
時にアンケートを依頼して各社の
低燃費車導入比率を確認（最大
100％、最小 20％、平均  74％）
物流拠点間のトラック輸送につい
ては2段積載可能な什器による積
載効率向上させる取り組みを開
始し輸送回数の減便を目標として
取り組んでいる。

○ ○ ○

貨物輸送事業者に対して、
低燃費車又は省エネルギー
支援機器搭載車等の長期
計画を立てるよう促している

○ ○ ○

年1回 貨物輸送事業者との
ミーティングにおいて「エコドラ
イブ10」のドライバーへの周
知を要請する

○ ○ ○
貨物輸送事業者とは定期的ミー
ティングを実施し情報共有を図っ
ている

○ ○ ○

周辺道路での路上駐車の禁止
を通達し、予約時間前に到着し
た場合は敷地内のトラック駐車
場で待機するよう依頼している

ー ー ー ○ ○ ○
海上輸送、コンテナでの鉄道
輸送など、混載可能な大型輸
送手段の利用

ー ー ー

　DIC株式会社　 ○ ○ ○

貨物輸送事業者から「輸送調査集計
結果」で報告を受け、燃費法・燃料
法・トンキロ法により二酸化炭素排出
量を把握する

○ ○ ○
物流会議を通して情報を共有
し、配送効率化等に向けて取り
組んでいる

ー ー ー ○ ○ ○

委託先選定時にグリーン経営認
証等の取得を選定基準のひとつと
しており、それらの取得を推奨して
いる

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
輸送単位が小さい場合は路線便
(混載便)を利用している。

○ ○ ○

輸送量(積載重量・パレット
サイズ等)に応じて軽貨物・
2t車・4t車・大型車から適正
車両を配車する

○ ○ ○
出荷前日16時までに営業Gから
出荷データが反映されるよう
ルール化している

ー ー ー ○ ○ ○
バース管理システムを導入し、
待機時間管理を実施している

○ ○ ○
外部倉庫の集約を実施し、輸送
距離・輸送回数を削減する

○ ○ ○

貨物輸送事業者から「トラッ
ク保有状況等内訳表」を入
手し、保有車両数、今後の
車両入替予定等を確認する

○ ○ ○

・入門許可書の禁止事項にア
イドリングを記載し注意喚起
している。(守衛所にて対応)
・積載車両へのデジタコ搭載
推進

○ ○ ○
ドラレコの運行データで「速度・急
加速・急減速・アイドリング等」運
行状況を定期的に確認する。

○ ○ ○
「アイドリング禁止」の看板を適
所に設置し、アイドリング防止を
推進している

○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

○ ○ ○
令和4年よりモーダルシフトに
よる輸送を実施(四国方面)

ー ー ー

　株式会社T＆K　TOKA　 ○ ○ ○
全社の輸送量トンキロと二酸化炭素
排出量は把握している。

ー ー ー ○ ○ ○
二酸化炭素排出量削減計
画の提出状況を定例会で確
認する。

○ ○ ○
取引開始時と継続後３年に１回取
組を評価し、基準を満たしているこ
とを選定条件としている。

○ ○ ○
関西拠点の有効活用による
リードタイムの短縮

○ ○ ○
一部拠点への横持は
1100X1100 パレットで統一し積
載率の向上に繋げている。

○ ○ ○
路線便（混載便）を利用し輸配送を
行っている。

○ ○ ○
チャーター便は、荷量を連絡
し適正車種で依頼している。

○ ○ ○
発注時間及び配送時間はルー
ル化している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
契約書にエコドライブ実施を
明示している。

○ ○ ○
定例会等にて低燃費車両の利用
状況、エコドライブの実施状況を
確認する。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
共同輸配送を視野に入れて
モーダルシフトを進めている。

ー ー ー

　東洋インキ株式会社 ○ ー ー

物流関連会社は、運送協力会社と定
例会議（１回/月）にて環境への取組
について説明をしている。運送協力
会社から、輸配送実績報告を受け燃
料法及びトンキロ法による計算式を
用いてCO2の算出を行いその結果を
取りまとめている。運送協力会社へ
は、車両の更新時にCNG車両の検討
も依頼している。事業所としては、車
両の積載率を向上させる為、前日受
注及び1便化にて得意先へ依頼し協
力を頂いている。

○ ー ー

物流関連会社は、運送協力会社
と連絡協議会（１回/月）を行い情
報の共有を行うと共に環境負荷
低減の取り組みについて協議し
ている。CSR報告書の配布を行
い環境対応の情報共有を行って
いる。

○ ー ー

物流関連会社は、運送会社
監査及び運送会社評価選定
時に埼玉県地球温暖化対策
条例に基づく自動車地球温
暖化対策計画書、省エネ法
に基づく計画・定期の報告
等）の提出状況の確認及び
提出の推奨。

○ ー ー

運送基本契約に環境規制を盛り
込んでいる。また、貨物輸送事業
者に対して環境関連法規（自動車
NOx・PM法等）に適合した車両の
使用やグリーン経営、グリーン・エ
コプロジェクト活動、Gマーク取得
などを確認している。

○ ー ー

物流関連会社は、当グループ
の輸配送効率化を行う為、物流
拠点のハブ化を行い積載率の
向上と物量のコントロールをし
て発送している。（船舶/鉄道/ﾄ
ﾗｯｸの3Ｍ活用）

○ ー ー

生産部・品質管理部は、容器
の統一化、軽量化を行い、輸
配送の積載率向上を行ってい
る。

○ ー ー

物流関連会社は、少量輸配送など
物量に応じて、混載便の活用をし
ている。また、共同配送も行い積
載率の向上を行っている。帰り便
の有効活用を行っている。

○ ー ー

物流関連会社は、自動配車
を行い積載率を向上させて
いる。また、遠方には船舶輸
送、鉄道輸送、トラック輸送
と3モードを選択しながら輸
送を行っている。

○ ー ー

物流関連会社は、受注時間
は、前日15時で締め切りを行
い、最適な積載率と配車計画を
行っている。

○ ー ー

一部、道路情報収集やETC2.0導
入による渋滞情報を活用するこ
とで、効率よい輸配送経路へ迂
回する。特にトラックに取付けて
いるETC装置は、高速の走行
時、渋滞情報がリアルタイムで入
るので、効率の良い走行ができ
る。

○ ー ー
荷受けのトラック入場をスケ
ジュール化し待機時間の削減
を行っている。

○ ー ー

物流関連会社は、輸配送効率化
を行う為、物流拠点ハブ化を行い
積載率の向上と物量のコントロー
ルをしている。（船舶/鉄道の活
用）また、週5回から3回へまとめ
輸送をしている。

○ ー ー

物流関連会社は、協力会社
に対して低燃費車両への切
替確認。専属契約車両にデ
ジタコを搭載。

○ ー ー

物流関連会社は、乗務員朝
礼及び協力会社管理者会議
（１回/月）実施。
デジタルタコメータ／ドライブ
レコーダーの結果を利用した
エコドライブの推進

○ ー ー

物流関連会社は、協力会社監査
（１回/年）を実施した際に、車両
の入替状況の確認を行っている。
また、環境に対する取り組みも確
認。

○ ー ー

場内での待機場所を設置。乗
務員待機場所の整備を行い、
熱中症対策を行っている。ま
た、周辺待機に対する注意事項
の通達を実施。

○ ー ー

ホワイト物流自主行動宣言を
行い、物流関連会社は、原料
サプライヤーや他企業と連携
し、共同物流の取り組みを推進
し実行している。

○ ー ー

モーダルシフト（船舶輸送・鉄
道輸送）を利用している。
物流関連会社は、同業他社を
含めた共同配送と、帰り荷（パ
レット・リサイクル容器の返却）
を検討した往復配車計画の実
施。

ー ー ー

　トーヨーケム株式会社 〇 〇 〇

専属便全車両にデジタコを搭載し
CO2排出量の管理を行っており、
CO2排出量等の結果について、運送
会社責任者と情報共有している。ま
た結果の悪かった乗務員に対しては
原因と個別指導するように依頼して
いる。

〇 〇 〇

CO2排出量データをもとに、運送
会社配車責任者と1回／月打合
せを実施し、情報交換をしてい
る。

ー ー ー 〇 〇 〇

環境規制を基本契約に盛り込み
遵守事項としている。運送会社に
対してGマーク取得の確認をして
いる。また、環境関連法規（自動車
NOx・PM法等）に適合した車両の
使用を確認している。

〇 〇 〇

グループ内関連事業所との連
携を図り、共同配送等による積
載率アップを推進している。
川越管轄の事業所外の物流施
設はありません。

〇 〇 〇

18Ｌ缶、ドラム、コンテナ、２５Kg
紙袋、フレコンバック等の規格
形態での輸配送を実施。
トラック輸送用積荷仕切り板の
材質変更推進（木製⇒樹脂
製）。

〇 〇 〇

地方発送及び少ロット出荷品は路
線混載便を活用。グループ会社で
ある埼玉製造所及び川口事業所
各拠点から共同運送を実施。また
配達に行った帰り便を活用しし、容
器・原料引取りを行っている。

〇 〇 〇

専属車両については、出荷
量情報を随時伝達して適正
車種での配送計画を実施。
運送会社と車両台数等の基
本契約を結んでいます。

〇 〇 〇

受注締め時間を当日から前日
13時変更を依頼・実施開始。ま
た、関連部門との連携を強化し
て緊急便出荷を低減させる。

〇 〇 〇

納品日前日の車両積み込みを実
施している。距離・方面等を考慮
し出発時間を決めて配車を実施
し、混雑回避を行っている。

〇 〇 〇

受注締め時間を前日変更にし
ていく事で、荷物の用意を早め
出荷日当日の荷待ち時間削減
を進めている。

〇 〇 〇
グループ内関連事業所では、1日
1便化を進めており輸送距離及び
回数削減を推進している。

〇 〇 〇

専属契約車両にデジタコを
搭載する費用を半額負担、
車両更新時期には低燃費車
への更新を推進し、導入割
合を管理している。

〇 〇 〇

日常の自部門及び乗務員
ミーティング時、また各業者責
任者との安全・衛生会議を毎
月開催し情報共有を図ってい
る。

〇 〇 〇

専属契約車両に搭載されたデジ
タコデータを毎月集計し、乗務員
に対し安全及びｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの達成
度を見える化しﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ教育を
実施している。

〇 〇 〇
事業所内に荷捌き場、積み込
み場、車両駐車スペースが確
保されている。

〇 〇 〇
物流専門の機能分社であるロ
ジコネット株式会社に委託して
いる。

〇 〇 〇

グループ会社である埼玉製造
所及び川口事業所各拠点か
ら共同運送を実施。
北海道、九州方面はトラック輸
送から船舶及びJR貨物輸送
を継続している。

ー ー ー

　株式会社ファイントゥデイインダストリーズ ○ ○ ○
トンキロ法を用い、ＣＯ２排出量を把
握し課題抽出を行っている。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
製品の包装や最終出荷形態を
研究

○ ○ ○
わずかであるが、国内・海外製品
の混載を継続

○ ○ ○
輸送数とトラック積載可能数
とにロスが生じないように調
整している

○ ○ ○

配車計画に基づいた輸配送を
基本とし、突発的なオーダーを
極力減らした計画的な配車に
行う。

○ ○ ○

常にネット情報を活用して出発前
に渋滞情報を確認。各運転手も
同様に、ネットを利用してリアル
タイムに渋滞情報を得ている。

○ ○ ○

日々の入出庫車両の上限を見
て配車を行うことで、車両の待
機時間が長くならないようにし
ている。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

急発進や急加速をさけるなど
の安全操縦、タイヤの空気圧
やそれを含めた定期車両点
検の実施を行う

ー ー ー ○ ○ ○
警備室受付時の運転手にアイ
ドリングストップの協力を求めて
いる。

○ ○ ○

輸送業務は専門業者に外部委
託し、工場の生産管理部門と
連携した業務を行っている。場
内に業者の従業員を配置し、
輸送業務の効率化を図る。

ー ー ー ー ー ー

　武州製薬株式会社　本社・川越工場 － － － － － － ○ ○ ○

ISO14001認証取得、グリー
ン経営認証取得、エコドライ
ブ研修実施等の環境配慮経
営を行っていることを確認し
ている。
今後の新規取引先には、契
約時に当計画の提出を促し
ている。

○ ○ ○
ISO14001認証取得、グリーン経営
認証取得、エコドライブ研修実施
等の状況確認

ー ー ー ○ ○ ○
出荷製品ごとの標準化により
積載率向上に努めている。

○ ○ ○
顧客の了解が得られたものについ
ては混載便を利用している。

○ ○ ○
月毎で出荷日程表を作成
し、適正車種での配送を依
頼している。

○ ○ ○
入出荷計画を策定し、輸配送の
効率化に努めている。

ー ー ー ○ ○ ○
輸送車両による混雑を回避す
るための入出荷計画を策定し
ている。

－ － － ○ ○ ○

貨物輸送事業者に対し、低
燃費車等の導入状況や運
行管理状況を確認し、利用
の推進を依頼している。

○ ○ ○

貨物輸送事業者に対し、ゆと
りを持った運転やアイドリン
グ・ストップの徹底に加え、
「エコドライブ１０のすすめ」に
よるエコドライブの実施を要
請している。

○ ○ ○
貨物輸送事業者に対し、エコドラ
イブを推奨すると共に実施状況を
確認している。

○ ○ ○

・輸送事業者に対し、到着後は
速やかに工場構内へ入構する
よう依頼している。
・輸送事業者に対し、工場構内
へ入構後はアイドリングストップ
を依頼している。

○ ○ ○
入出荷作業を外部取引先（輸
送事業者）に依頼している。

○ ○ ○
購入品の輸送の一部を鉄道
輸送で実施

ー ー ー

　武州製薬株式会社　美里工場 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
委託する貨物輸送事業者に
対し、当計画の提出状況を
確認する。

○ ○ ○
ISO14001認証取得、グリーン経営
認証取得、エコドライブ研修実施
等の状況を確認する。

ー ー ー ○ ○ ○
出荷製品ごとの標準化により
積載率向上に努めている。

○ ○ ○
顧客の了解が得られたものについ
ては混載便を利用している。

ー ー ー ○ ○ ○
入出荷計画を策定し、輸配送の
効率化に努めている。

ー ー ー ○ ○ ○
輸送車両による混雑を回避す
るための入出荷計画を策定し
ている。

ー ー ー ○ ○ ○

貨物輸送事業者に対し、低
燃費車等の導入状況や運
行管理状況を確認し、利用
の推進を依頼している。

○ ○ ○

貨物輸送事業者に対し、ゆと
りを持った運転やアイドリン
グ・ストップの徹底に加え、
「エコドライブ１０のすすめ」に
よるエコドライブの実施を要
請している。

○ ○ ○
貨物輸送事業者に対し、低燃費
車等の利用状況やエコドライブの
実施状況を確認している。

○ ○ ○

・早朝来場者（始業時間前）の
工場内一時待機場所を確保し
ている。
・入出荷車両に対し、アイドリン
グストップを呼びかけている。
(入門車両に依頼文を渡してい
る。構内道路に看板表示してい
る）

ー ー ー
（入出荷作業を外部取引先（輸
送事業者）に依頼している。）

ー ー ー ○ ○ ○
納品先への納品時間の変更
要請（混雑時の納品回避）

7-(1)貨物輸送事業者に対する、低燃
費車又は省エネルギー支援機器搭載
車（以下、「低燃費車等」）の利用要請

7-(2)貨物輸送事業者に対する、エコドラ
イブの実施要請

7-(3)貨物輸送事業者に対する、低燃費車
等の利用状況やエコドライブの実施状況の
確認、改善に向けた取組の実施

7-(4)構内アイドリング防止のための取組 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ
フトの推進

7低燃費車等の積極的利用及びエコドライブの促進 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ

フトの推進
10その他の必要な取組

4-(2)混載便の利用や共同輸配送の取組
4-(3)輸送量及び積載率を考慮した適
正車種での発注

5-(1)発注時間及び配送時間のルール化 5-(2)道路混雑時の輸配送の見直し
5-(3)輸送車両の構内や周辺道路等にお
ける待機時間の削減のための取組

10その他の必要な取組

5計画的な貨物輸送による輸配送の効率化
6その他輸配送の効率化により輸送距離及

び回数を削減する取組

6その他輸配送の効率化により輸送距離及
び回数を削減する取組

4-(1)商品・荷姿・梱包資材の形状の標準
化や軽量化等による積載率の向上

1荷主の物流部門における二酸化炭素排出量の把握 2環境に配慮している貨物輸送事業者の選定 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4積載率の向上による輸配送の効率化

1-(1)二酸化炭素排出量の把握及び課題等の抽
出

1-(2)貨物輸送事業者と自社関連部門におけ
る情報共有及び改善に向けた取組の実施

2-(1)貨物輸送事業者に対する二酸化炭
素排出量削減計画の提出確認

2-(2)貨物輸送事業者の環境配慮の確認 3物流拠点の活用による輸配送の効率化


